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整 理 番 号  2023P-397 

補助事業名  2023年度 非常災害等の支援（緊急支援） 補助事業 

補助事業者名  特定非営利活動法人 愛知ネット 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

本事業において、避難所解消に見通しが立つ3月末を見据え、避難住民が自宅及び仮

設住宅での生活再建に移るまでの間に、住民が被災のショックから立ち直り、人と人

との助け合いを通じて、再び生活に活力を取り戻してもらいたいと考えている。 

 

（２）実施内容 

 ① 炊き出し事業 (URL：http://www.npo-aichi.or.jp/news/1239/  等) 

  1月中旬から炊き出し事業を実施した。非常に寒い時期に暖かい食事を提供するこ 

とができ、被災者の方には大変喜ばれた。避難所での食事は栄養の偏りもあり、高血 

圧や便秘に悩まされる方も多くみられ、新鮮な野菜の入った炊き出しで、少しではあ 

るが栄養の偏りの解消に寄与できたと思う。普段は個別で黙々と食事をしている被災 

者の方も、炊き出しの際には、集まった被災者の方同士や我々と会話することで、コ 

ミュニケーションの助けにもなった。開催場所や提供数は以下の通り。 

・旧土田小学校    計4回 約260食 

   ・志賀町文化ホール  計5回 約400食 

   ・富来小学校     計2回 約190食 

   ・志賀町役場     計3回 約570食 

   ・能登中核工業団地  計1回 約200食 

   ・富来活性化センター 計1回 約280食 

 

 

 

   

 

 

  

避難所（旧土田小学校）での炊き出し 

 

 

http://www.npo-aichi.or.jp/news/1239/
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  志賀町役場前での炊き出し   

 

② 被災住民活動支援事業（URL：http://www.npo-aichi.or.jp/news/1283/  等） 

  避難所での生活が落ち着いてきたところで、被災地住民が主体となった活動を支援し 

た。具体的には、住民が主体となる炊き出し「やきそば会」や、地域の太鼓団体と連携 

したイベント、地域の団体との協働での炊き出しを実施した。被災状況下であっても 

諦めることなく実現へ向かうよう、住民団体と現地コーディネーターと共に、企画、連 

絡調整、資源調達等を一緒に考え、事業を実施できた。 

 

 

 

 

 

 

   

土田地区の住民の方とのやきそば会    地域の団体と連携した炊き出し   

 

             

 

 

 

 

志賀天友太鼓との協働イベント 

 

③ 生活再建事業（URL：http://www.npo-aichi.or.jp/news/1291/  等） 

  現地コーディネーターとともに、避難所での安全・安心な暮らしをサポートすべく、   

 避難所の運営を担っていた愛知県職員とともに環境整備（衛生管理、通信環境、移動支 

援など）及び、情報提供や行政との連絡調整などの情報支援を実施した。避難所の方に 

寄り添い、会話する中で本質的なニーズを把握することができた。その情報を行政、地 

元団体と共有し、被災者のもつ課題の解決に向けてサポートした。 

 

 

http://www.npo-aichi.or.jp/news/1283/
http://www.npo-aichi.or.jp/news/1291/
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被災者からのヒアリング        日常的な避難所の環境整備等 

 

２ 予想される事業実施効果 

① 炊き出し事業 

避難所での食事は栄養の偏りがあり、特に食事内容野菜不足が深刻で、避難所生活

が続き高血圧や便秘に悩まされる被災者が多かった。新鮮な野菜が入った炊き出しは、

少しでも栄養の偏りを解消するきっかけとなれたと思う。普段は個別で黙々と食事を

している被災者も、炊き出しの際には、集まった被災者同士や我々と積極的に会話を

していた。 コミュニケーションの助けにもなった。 

炊き出しをすることで、被災者や役場職員に「愛知ネット」という名前を認知して

いただくことができた。その結果、その後の被災住民活動支援事業や生活再建事業が

スムーズに実施できたと考えている。 

 

 ② 被災住民活動支援事業 

   旧土田小学校でのやきそば会の取組は、志賀地域での住民主体のイベントとして地

元新聞にも取り上げられた。その後、いくつかの地域の有志の団体が避難所で炊き出

しや交流イベントなどの支援活動を実施した。地域住民が主体となる支援活動のきっ

かけの一つになれたと考えている。 

      

 ③ 生活再建事業 

   運営のほぼ全てを支援員である愛知県職員が担っていた。そのため、そのような 

避難所では、愛知県職員の負担が大きく、日常の物資仕分け、清掃などで手いっぱい 

となっており、被災者の心のケアや交流が少ない状況であった。被災者がなぜ避難し 

ているか、どうしたら元の生活に戻れるかといった事も把握できていなかったので、 

私たちは日常の運営のサポートをしながら、主に被災者の方と交流し、語り合い、今 

後に向けてのヒアリングを重点的におこなった。その結果、一人一人の本質的な問題 
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を明らかにすることができた。内容を志賀町住民課と共有し、個々の支援方針の作成 

や避難所の統廃合を進めるための検討材料として活用していただくことができた。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

令和6年能登半島地震における支援活動記録【中間報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動法人 愛知ネット（アイチネット） 

住   所： 〒446-0032 

愛知県安城市御幸本町7番9号 

代 表 者： 理事長 天野 竹行（アマノ タケユキ） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 事務局長 濵口 義雄（ハマグチ ヨシオ） 

電 話 番 号： 0566-50-2710 

F A X： 0566-50-2710 

E - m a i l： info＠npo-aichi.or.jp    

U R L： http://www.npo-aichi.or.jp/ 

http://www.npo-aichi.or.jp/

